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はじめに
　「社会のあらゆる分野において，2020 年までに指導
的地位に女性が占める割合を少なくとも 30％程度と
する」政府目標1）がある．平成 27 年時点において日本
皮膚科学会の勤務医の約半数を女性が占めている
（キャリア支援委員会調査2））．内閣府の報告書による
と，医師イコール指導的地位にある者と定義されるた
め1），皮膚科医師（勤務医）に限っていえば，指導的地
位にある女性の割合は50％と言える（内閣府の報告書
によると全医師の 18.1％が女性である）．
　ところが，女性医師が皮膚科という枠組みの中にお
いて指導的立場についているかといえば，現状はまだ
課題が多い．先のアンケート結果2）によると，経験年数
15 年以上で医局を退局するのは，男性が 70％に対し，
女性は30％である．10年以上15年未満では男性48％，
女性 52％，5年以上 10 年未満では男性 28％，女性
72％，5年未満では男性 24％，女性 76％である（図
1）．つまり，指導的地位につくまでに医局を退局して
いる者は女性が多く，15年以上勤務してから退局する

のは男性が多い．若年者になるほど皮膚科医師の中で
の女性の割合が増えるため，その割合に応じた変化と
も解釈できるのかもしれないが，実際には，若年者群
での女性の占める割合以上に，若年者の女性の離職率
が高い．
　女性の離職につながる理由として，ライフイベント
の変化が挙げられる．医師に限らず，結婚，配偶者の
転勤，出産，育児，介護などは女性の離職の原因と推
測されるが，これに対する環境は改善しつつある．し
かし，社会資源（保育所，柔軟な勤務形態など）を整
備しても，必ずしも管理職を希望する女性の比率の向
上につながらないことが近年盛んに指摘されている．
この問題に対して，民間企業においては，意識改革や
マネジメントスキル向上を目指す女性経営塾を開催し
たり，トップの意識を変える活動がなされたりしてい
る．日本皮膚科学会でも，平成26年，皮膚科専門医取
得後の女性皮膚科医師を対象に，第 1回皮膚科リー
ダー養成ワークショップを実施して対応を開始した．
本稿では，平成27年に実施した第2回ワークショップ
のアンケート結果に基づき，女性管理職問題について，
現状の課題と今後の展望について述べる．

A．プログラム概要（図 2）
　第 1回プログラムの方針3）である①スキル不足の不
安の解消，②さらなるスキルアップ，③リーダーシッ
プの資質の再発見と開発を踏襲しつつ，第 2回では，
ロールプレイやグループワークを増やし，より能動的
かつ参加型の学習方式をとった．リーダーは答えのな
い事柄に対応しなければならず，ティーチング主体の
学習よりも，自ら課題を見出し目標に向かって行動を
変えていくということが求められるからである．

1）京都大学，ワーキンググループ実行委員長，キャリア支援
委員会委員

2）済生会川口総合病院，ワーキンググループ委員，キャリア
支援委員会委員

3）帝京大学，ワーキンググループ委員，キャリア支援委員会
委員

4）秋田大学，ワーキンググループ委員
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8）新潟大学，キャリア支援委員会委員
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11）広島大学，キャリア支援委員会委員長
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B．参加者の属性
　全大学病院に案内状を送付し，22 名の参加者を得
た．皮膚科医師としての経験年数が 10 年まで（10 年
を含む）の者が 5名，11年以上の者が 17名であった．
大学では助教，講師クラスの職位の者が参加し，一般
病院では中堅医師として指導的立場にある者が参加し
ていた（図 3）．
　指導医として困難を感じている者が全体の 9割であ
り，困難を感じていない者が 1割であった（図 4）．

C．各プログラムの概要およびアンケート結果

①ワークショップの目的

　キャリア支援委員会が実施したアンケートの結果2）

を示しながら，女性医師の現状に関する課題点を冒頭
で参加者に伝えた．
　管理職の意義や重要性について，元世界銀行副総裁
の西水恵美子氏の意見を紹介した．「管理職に興味を抱
かない若い男女が増えている（女性に限らない）．若い
世代での管理職のイメージはいわゆる権力指向型であ
る．自分のキャリアが中心となり，人を大切にしない
というネガティブなイメージがあるために，管理職を
目指したくないと考えているようだ．しかし，管理職
とは『人を作る』仕事であり，子育てに通じるもので
ある．社会に貢献するというアウトカムを仕事の成果

とし，対話を重視しながら，組織での人づくりを進め
ていく．そのように考えると管理職は喜びとなる．」4）．
　ワークショップでは，人作りのために必要となるス
キルを学び，リーダーとしての考え方を涵養すること
を目指すこととした．

②効果的な自己紹介とは

　エレベータスピーチとも呼ばれる短時間で効果的に
相手に自己紹介をする方法を学んだ．エレベータで一
緒になった上司等に自分の現況を伝えるためには 30
秒ほどで自己紹介ができる話題を用意しておくとよい．
　また，名刺交換のマナーについても紹介し，参加者
が実際に30秒スピーチを実践した．名刺の渡し方はビ
ジネスマナーとして会社員などは学ぶ機会があるが，
医師の世界では案外知られていない（図5）．目上の相
手に対しては目下のものから先に名刺を渡す，ほとん
ど上下関係がない間柄では同時に名刺交換を行うな
ど，役立つ情報があった．名刺入れは座布団のような
ものと考えるとよく，受け取った名刺をしばらく座布
団の上に乗せて（＝名刺入れに乗せて），氏名や所属な
どをみて読み方の確認や話題提供してもよいとのアド
バイスもあった．名刺交換を通じて，対話を促進し，
人間関係を円滑にすることができる．また，若いとき
には名刺は要らないと思うかもしれないが，若いとき
ほど積極的に人脈を作ることで新たな仕事や研究に結
びつく効用もあり，名刺を交換する意義は大きい．

図1　日本皮膚科学会キャリア支援委員会アンケート結果
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図2　ワークショッププログラム
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③やる気にさせる指導法

　冒頭に本教育講演を持ってきたのは，自分なりの指
導についてイメージしながら，ワークショップに参加
できれば，という狙いからであった．内容は，医師の
離職を防ぐためには，いい労働環境を提供し，その職

場でのやりがいをもってもらうことが重要であるが，
そのために指導医は何をなすべきか，というもので
あった．指導医が組織のためになすべきことの例とし
て，1）労働環境の整備への寄与，2）若手皮膚科医と
積極的に接し，臨床の楽しさを実感する機会をもって
もらう手助けをする，3）論文，技術指導をできるだけ

図3　参加者の経験年数 図4　指導医としての困難を感じるか

図5　効果的な自己紹介

図6　やる気にさせる指導法
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マンツーマンで行う，4）勉強会を開催，若手皮膚科医
の参加を促す，5）指導者自身が勉強を怠らず，常に若
手を鼓舞する存在であり続ける努力をする，というこ
とがあげられた．こうした指導により，若手皮膚科医
が，自身でやりがいをみつけてくれれば，今度はこう
した人材が次世代を担う有能な人材を育成するように
なり，組織に好循環が生まれることが期待される．論
文作成の指導の実際が例として示されたが，これが正
しいという指導法はもちろんない．本講演を通じて，
参加者が「自分だったら，こうする」というイメージ
を持つことを期待した．早速，実践したいという意見
もあった（図 6）．

④基礎的なコーチングスキルの習得

　コーチとは四頭立ての馬車であり，コーチングとは，
大切なひとを馬車でその人が望むところまで送り届け
ることを意味する．コーチングは 2者間のコミュニ
ケーションであり，コーチはクライエントが成果を得
るために手助けをする．コーチングではアドバイスは
しない．クライエントの自発的行動につながるような
傾聴，質問を行う．
　本セッションでは，参加者が実際に傾聴や質問のス
キルを使うロールプレイを重視した．回数を重ねるこ
とによって，スキルの意義や難しさが伝わった．大変

図7　コーチング

図8　統計のノウハウ
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だった，緊張したという感想は，熱心に参加したこと
の証でもある．塊をほぐすことについて言及した感想
があったが，これはコーチングの質問のスキルの中で
も重要なものである．漠然としたクライエントの考え
をオープンな質問によって具体的にしていき，クライ
エントの行動へと結び付けていく（図 7）．
　なお，講師はコーチングを専門的に学び，その中心
的スキルであるNLPについては米国でのトレーナー
コースを終了している．

⑤統計のノウハウ

　前半は統計概論であり，臨床の気づきの中から統計

的手法を用いて，社会への影響の大きい研究報告をす
ることの意義や面白さについて講演があった．後半で
は，各種検定方法や統計の基礎的な用語についての解
説があった．参加者の中には統計に苦手意識を持つ者
もいたが，教育講演終了時には苦手意識が緩和され，
分かりやすかった，頭の整理になった，と高い評価が
得られた（図 8）．

⑥あなたはどのタイプ？リーダーの資質って？ 

　参加者およびファシリテーターには，事前に ego-
gram5）を実施してもらい，それを「求めるリーダー像」
の話題のきっかけにした．また，参加者やファシリテー

図9　リーダーの資質

図10　持ち寄り症例検討会
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タはコーチング流タイプ分けのテキスト6）に沿って，自
らを 4つのタイプのいずれかに分類した．タイプごと
に，リーダーになるための強みや落とし穴が異なって
いるという説明があり，部下のタイプ別アプローチ方
法も示された．遊び要素も交えながらリラックスした
グループディスカッションが展開され，楽しめた，面
白かったという感想が多かった（図9）．グループでの
打ち解けた関係が進み，翌日のグループワーク（医療
メディエーション）によい影響を及ぼした．

⑦持ち寄り症例検討会

　懇親会に引き続いてこの検討会を実施した．普段の
学会とは異なり，診断がまだついていない症例や治療
に苦慮する事例について参加者から報告があった．今
回は，100 歳を超える高齢者あるいは認知症の患者に
対する皮膚悪性腫瘍の治療，薬剤中止後も遷延する好
酸球性増多症，関節リウマチと関節症性乾癬の合併例，
偽腸閉塞を来した全身性強皮症，再燃を繰り返す全身
性の紅斑といった症例が提示された．全体として有用
であったという意見が多かったが，症例検討会は学会

図11　メディエーション

図12　ビジネスマナー
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等でも行っているので，あえてこの研修会で取り上げ
る必要はないとの考えもあった（図 10）．

⑧苦情・紛争対応に役立つ医療メディエーション

　第 1回ワークショップでは講義形式で医療メディ
エーションの概念を伝えたが，今回は，実際に参加者
にメディエーターが入る形での対話を体験してもらっ
た．参加者のほとんどがメディエーションという言葉
を初めて聞くという状況であったため，最初の40分程
度を講義とし，メディエーションに関する概念を示し
た．コーチングは 2者間でのコミュニケーションスタ
イルであり，コーチはクライエントの目標を明確化し，
クライエントが目標を達成できるように支援すること
である．一方のメディエーターは，対立する 2者の間
で中立的な立場を保ちながら，対話を推進する役目を
担う．メディエーション研修の基礎編では通常 2日間
程度をかけて行うような高度な内容を 2時間強の研修
にコンパクトにまとめた．新しい考え方を学んだこと

で，今後の医療者―患者関係への応用のみならず，ス
タッフ間の関係調整にも応用できそうだという意見が
みられた（図 11）．講師は医療メディエーション研修
の受講を終了し，医療対話推進者の資格を有している．

⑨ビジネスマナー

　昼食の時間を活用してDVD視聴ができるように準
備した．ただし，話が弾んでDVDを視聴することは
できなかったようである．これは主催する側にとって
はうれしいことであり，グループでの交流が進んだこ
とを示す（図 12）．

⑩フットケアハンズオン

　最近糖尿病壊疽の治療や予防を目的としたフットケ
アを行うため各病院や透析室ではチームが作られるよ
うになってきたが，皮膚科医が十分に役割を果たして
いるとはいえない．皮膚科医が中心となっているチー
ムで下肢救済率が向上した総合病院の例をもとにチー

図13　フットケアハンズオン

図14　全体評価および感想

280 ● 日皮会誌：126（3），273-282，2016（平成 28）

キャリア支援委員会



ム医療の立ち上げ方について紹介があった．その後，
（1）肉芽形成のある陥入爪や爪囲炎に対しコットンを
細く撚って爪甲と皮膚の間に挟むコットン充填固着
法，（2）“slit tape-strap procedure”と名付けられた
新しいテーピングの方法7）およびその応用，（3）アクリ
ル人工爪作成に関するハンズオンセミナーを開催した
（図 13）．
　参加者が実際に学べること，他の医療機関とも情報
共有することによって，すぐにでもフットケアチーム
を院内で立ち上げられるのではないか，少なくとも皮
膚科において実践できるとの声が多かった．

D．2 日間の全体評価および感想
　参加者にとって，従来の研修会と全く異なるコンセ
プトによるこのワークショップは新鮮であったよう
だ．女性医師だけではなく，男性医師も参加したほう
がよいという意見も散見された．この点については，
キャリア支援委員会でも議題に上がったことから，今
後の検討課題である．今回のワークショップは知識を
持ち帰るものではなく，行動を通じて自ら学ぶという
スタイルである．今後へとつながるポジティブなメッ
セージが伝わったようである（図 14，15）．

E．考察
　キャリア支援委員会の前身である皮膚科の女性医師

を考える会は2009年3月に発足した．これが委員会へ
と発展したのが 2014 年である．女性という文言を外
し，メンターメンティ相談会は男性女性問わず参加で
きるようにした．リーダー養成事業については，男性
にも対象を広げるほうがよいという意見もあったが，
女性リーダーが少ない現実を分析した上で，2015年度
は女性医師を対象に実施することになった．宿泊を伴
う 2日間のワークショップに参加者が集まるだろうか
という懸念はあったが，22名の参加があった．参加型
のワークショップとしては，丁度よい人数である．
　講師は，キャリア支援委員またはワーキング委員が
務めた．外部から有名な講師を招くという考えもあっ
たが，皮膚科学会のリーダーの立場を担っている女性
医師らが講師を務めるということ自体に意義がある．
プログラム内容についてはリーダーに必要なスキルを
コンパクトに提供できる優れたものであると自負して
いる．しかし，参加大学はまだ一部にとどまる．コミュ
ニケーションスキルを理論と共に学ぶという機会は，
大学医局での人材育成の場面では難しい．その点，皮
膚科学会全体でリーダーを養成するというコンセプト
は合理的だと思う．なお，ワークショップ参加者から
徴収する参加費では研修に係る費用の一部しか賄え
ず，日本皮膚科学会から開催費用の助成がなされてい
る活動であるということも伝えておきたい．

図15　参加者の感想一覧

日皮会誌：126（3），273-282，2016（平成 28） ● 281

しなやかリーダーシップワークショップ 2015



おわりに

　ワークショップ初日の朝刊に「子育て支援と仕事の
バランス」というタイトルのエッセーが掲載されてい
た8）．著者の岩田喜美枝氏は，21 世紀職業財団会長で
あり，かつては資生堂の副社長を務めていた．岩田氏
によると，資生堂の女性活躍の推進策が現在話題に
なっている，という．興味深いので紹介したい．
　「資生堂は女性社員の活躍のために，3年間の育児休
業，小学 3年生まで利用できる短時間勤務などの育児
期の仕事の継続支援を行ってきた．現在では 1,200 人
もの社員が短時間勤務し，慣例として遅番や土日勤務
を外れることが多かった．ところが，この支援策によっ
て 2つの問題に直面した．1つは土日勤務が外れるこ
とで，十分な経験が積めず，美容職として成長しにく
いということである（短時間勤務を活用している社員
の大部分が美容部員である）．もう1つは周囲の負担が
増える問題である．短時間勤務者が極端に増えた結果，
遅番や週末のシフト勤務者がそれ以外の社員に集中し
てしまうということである．
　そこで，昨年度から資生堂では，上司が短時間勤務
者と個別に面談し，可能な範囲で週末シフトに組み入
れることとした．こうした改革がマスコミで報道され，
一部では，資生堂が子育て支援を後退させたとして話
題になった．
　育児の間に仕事から離れることで，本人がキャリア

を積む機会を減らしてしまうと同時に，しわ寄せを受
ける周囲との摩擦を産む可能性がある．これは，資生
堂に限らず，手厚い子育て支援を導入している企業，
特に，シフト勤務がある業種では，避けては通れない
問題である．」（一部要約し，抜粋）
　「資生堂」の問題は，まさに私たち皮膚科学会が直面
している問題である．このエッセーを引用し，本稿を
終えたい．
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